












6 当面は，年 i回の刊行とし，原稿の締め切りは毎年 10月31日とします。
7 執筆要項は， r筑波大学先史学・考古学研究j編集委員会(奇 305-8571 つくば市天王台 1-1-1筑波大















3 原稿は 42字詰 35行で作成し，全てのデータ(本文ファイル，写真・図・表ファイル，レイアウトファイル)
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同じ著者で向一年に複数の文献がある場合には，刊行年の後に刊行)1援に a. b . c…を付してください。
例 外回語文献の場合ーの例がみられる (Wheeler1954 : pp. 21-22)。
日本語文献の場合…と指摘していることが注目される(藤本 1988b: 4・6頁)。
複数の著者の文献を併記する場合には，カンマ(， )で、区切ってください。
f9JJ …可能性が高いと指摘した(森 1965，柳沢 1989)。
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12 写真はそノクロームを原則とします。写真，図，表は縮尺を指定してください。仕上がり寸法は表題
も含めて，縦20.6cm，横 13.4cm以内に収めてください。なお，写真の掲載に関してアート紙を希望す
る場合は，事前に編集委員会に御柑談ください。
日写真，圏，表については，参考文献の後に「出典一覧」などの形式で典拠を明示してください。
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